
 

 

 

 

 
 

 

夏休みの短縮と「二期制」の導入について 
 

 学校では、大型連休中の過ごし方の一つとして「子どもの事故防止」について指導を
行っています。 
 交通事故防止に向けて、道路の横断の仕方と飛び出しをしないことについて繰り返し
指導を行ってきました。また、自転車に乗る時にヘルメットを着用することの大切さも
指導し、自転車に乗るときは全員が必ずヘルメットを着用するように指導しています。 
 また、毎年、不審者による被害が数多く報告されています。暖かくなる５月の大型連
休前後から、不審者の報告が増加する傾向があります。本年度、保護者の皆様や見守り
隊の皆様、地域の皆様にご協力をいただき、本校では不審者による被害はゼロですが、
今後、問題が起きないとは言い切ることはできません。「いかのおすし」を徹底すること、
「防犯ブザーを携帯する」こと、できるだけ「複数で行動する」ことを繰り返し指導し
ていきます。さらに、川や池、沼、側溝に近づかないこと、花火は大人の人がいる時に
行うことも確認しています。 

 

 事故から子どもたちを守るために、学校と家庭で子どもたちに、繰り返し指導を行っ
ていきます。ご家庭でも、事故に遭わないためのきまりの確認をお願いいたします。 
 
新型コロナウイルス感染防止のため、次の点についてご協力をお願いします。 

〇 暑くなり、マスクを落としてしまう児童が増えています。予備のマスクを必
ず持たせてください。また、学校では不織布マスクを推奨しています。 

〇 お子さんに発熱や咳、のどの痛みなどの風邪症状がみられる場合には、無理
をせず休ませて、病院を受診させてください。その際、欠席ではなく、出席停
止扱いとなります。 

〇 同居するご家族の方に、発熱や風邪症状などの体調不良の方がいた場合、学
校にご連絡の上、お子さんは休ませていただきたいと思います。その際も出席
停止扱いとなります。 

○ ＰＣＲ検査を受けた方がいらっしゃる場合は、結果が出るまで休ませてくだ
さい。また、その際は必ず学校までお知らせください。 
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